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井手町　議会だより　第25号　　　　平成21年（2009年） 5月 

町税 
9億2,667万円 
（27.3％） 

分担金・負担金 
3,543万円（1.0％） 

使用料・手数料 
3,942万円（1.2％） 

財産収入・寄付金 
2,318万円（0.7％） 

繰入金 
1億7,552万円（5.2％） 

諸収入 
440万円（0.1％） 

その他交付金 
1,054万円（0.3％） 

自動車取得税交付金 
1,500万円（0.4％） 

地方譲与税 
2,800万円（0.8％） 

地方特例交付金 
900万円（0.3％） 

町債 
2億5,640万円（7.6％） 府支出金 

2億4,745万円（7.3％） 

国庫支出金 
1億5,999万円（4.7％） 

地方交付税 
13億9,000万円 
（40.9％） 

地方消費税交付金 
7,000万円（2.1％） 

繰越金 
500万円（0.1％） 

総務費 
8億6,962万円 
（25.6％） 

議会費 
6,329万円（1.9％） 

予備費 
750万円（0.2％） 

公債費 
4億3,056万円 
（12.7％） 

災害復旧費 
239万円（0.1％） 

教育費 
3億5,161万円（10.3％） 

民生費 
8億1,056万円 
（23.9％） 

衛生費 
3億782万円 
（9.1％） 労働費 

2,021万円（0.6％） 
農林水産業費 
4,496万円（1.3％） 

商工費 
4,186万円（1.2％） 

土木費 
2億3,563万円 
（6.9％） 

消防費 
2億999万円（6.2％） 

歳入合計 
33億9,600万円 

100％ 

歳出合計 
33億9,600万円 

100％ 

平成２１年度予算総額61億1,344万円 

（住民１人あたり約40万1千円） 

一般会計予算33億9,600万円 

利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
交通安全対策特別交付金 

依存
財源　　　自主財源

64 
％ 

36 
％ 税

収
減
少
を

税
収
減
少
を
 

基
金
の
有
効
活
用
で

基
金
の
有
効
活
用
で
 

住
民
生
活
重
視
の
予
算

住
民
生
活
重
視
の
予
算
 

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決
 

税
収
減
少
を
 

基
金
の
有
効
活
用
で
 

住
民
生
活
重
視
の
予
算
 

賛
成
多
数
で
可
決
 

－ ２ － 



 

井手町　議会だより　第25号　　　　平成21年（2009年） 5月 

エアコンが設置された教室 

賀泉苑入口 

消防委託料 14,983万円
消防車庫整備 536万円
井手分署改修 550万円
ハザードマップ作成 250万円
交通安全施設整備 179万円

小・中学校空調設備設置 7,138万円

放課後児童クラブ 817万円
子育て支援医療費 1,664万円
多賀小特別支援学級設備充実 100万円
給食センター施設整備 443万円

障害者自立支援事業 10,070万円
老人クラブ活動助成 222万円
バリアフリー整備 200万円
ゲートボール場整備 150万円

高齢者人間ドック助成 30万円

健康増進事業（特定・ガン検診） 1,092万円
予防接種事業 1,481万円
妊婦健康診査 1,394万円

安心・安全なまちづくりのために

印は新規事業

一般廃棄物収集運搬委託 3,900万円
再生資源集団回収事業補助 121万円
合併処理浄化槽設置事業補助 207万円
生ごみ自家処理容器等購入補助 21万円

町工場等誘致奨励金 1,152万円
町商工会振興事業補助 750万円
桜まつり 400万円
まちづくりセンター管理委託 148万円
玉川の桜並木保存事業 250万円

町道1号線道路改良 3,100万円
町道38号線道路改良 3,200万円
玉川砂防公園 530万円
町営住宅改修等 3,239万円

文化祭 314万円
山吹ふれあいコンサート 11万円
文化財発掘調査 305万円
地域スポーツ活動 113万円

住民票等交付窓口拡大サービス 10万円

快適な生活のために

教育・子育て支援のために
まちの活性化のために

高齢者・障害者のために

くらしの周辺整備のために

住民の学習・交流・スポーツ活動支援に

健康な生活のために

新しくはじまる住民サービス

－ ３ － 



平成21年度　会計別予算 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 

町長の予算編成方針（要旨） 
　国は厳しい国際金融情勢の変化を受け、財政健全化に向けた基本方針を維持しつつ、国民生活と日本経済を

守るため、各種内需拡大策や成長力強化策を打ち出すこととしている。 

　本町においては、少子高齢化を食い止めるための都市基盤整備や生活環境整備充実を図りつつ、企業誘致や

新規産業の育成はもとより自然環境を活かしたまちづくりを推進し、町の活性化に努める必要がある。 

　自主財源に乏しい本町ではあるが、生活基盤の整備拡充や、高齢者福祉をはじめとする福祉の拡充、住民の

健康増進、諸施設の整備、教育や暮らしの周辺整備には継続して取り組む。 

　公共施設のバリアフリー化の推進、小・中学校の空調設備設置に積極的に取り組む。 

　なお、21年度においても歳入不足が生じるため、各種基金を有効に活用したい。 

　住民サービスの充実のため、その他ゴミの週1回収集の実施や、賀泉宛等での各種証明書の発行を実施する。

歳出については、当然のことながら既定経費のさらなる合理化と財源の重点的・効率的配分をおこない、極力

その節減に努めた予算である。 

井手町　議会だより　第25号　　　　平成21年（2009年） 5月 

会　　　計　　　名 

一　　般　　会　　計 

国 民 健 康 保 険  

井 手 町 水 道 事 業  

多 賀 地 区 簡 易 水 道 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

後 期 高 齢 者 医 療  

多 賀 財 産 区  

合　　　　　　計 

予　　　算　　　額 

33億 9,600万円 

11億 2,257万円 

3億 8,171万円 

5,941万円 

4億 3,850万円 

128万円 

6億 2,779万円 

8,333万円 

285万円 

61億 1,344万円 

前年度比（％） 

0.1 

1 .5 

128.6 

－ 25.8 

－ 26.7 

－ 98.4 

5 .7 

－ 7.4 

－ 0.6 

0 .1

 　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
人
件
費
の
減
額
を
除
い
て

対
前
年
比
約
2.1
％
の
増
額
と
な
り
、
税
収
の
落
ち
込
み
が

見
込
ま
れ
る
中
で
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
も
住

民
の
福
祉
・
教
育
な
ど
を
後
退
さ
せ
な
い
努
力
が
随
所
に

見
ら
れ
る
積
極
的
な
予
算
と
な
っ
て
い
る
。 

　
第
４
次
総
合
計
画
策
定
業
務
、
住
民
票
等
交
付
窓
口
拡

大
サ
ー
ビ
ス
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

整
備
、
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
助
成
、
そ
の
他
ゴ
ミ
の
週
１

回
収
集
、
玉
川
の
桜
並
木
保
存
事
業
、
町
道
１
号
線
の
道

路
改
良
、
町
営
住
宅
の
整
備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、

小
・
中
学
校
の
空
調
設
備
設
置
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に

配
慮
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
の
保
全
や
利
便
性
・
快
適
性

の
向
上
に
も
努
め
た
積
極
的
な
予
算
で
あ
る
。 

 　
昨
年
の
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
以
来
急
激
に
悪
化
し

て
い
る
経
済
状
況
の
中
、
井
手
町
民
の
暮
ら
し
や
営
業
は

一
層
深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
、
年
金
・
医
療
・
介
護
を
め

ぐ
る
苦
難
が
深
ま
っ
て
い
る
。
本
町
の
21
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
人
件
費
減
を
差
し
引
い
て
も
昨
年
度
比
2.1
％
増

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

　
保
育
に
つ
い
て
は
、
年
度
途
中
で
の
低
年
齢
児
の
入
所

希
望
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
に
十
分
に
対
応
で
き
ず
、

一
時
保
育
も
実
施
し
な
い
。
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の

拡
大
を
実
施
す
べ
き
だ
。 

　
く
ら
し
の
資
金
で
保
証
人
を
要
す
る
、
火
葬
料
補
助
で

も
他
市
町
と
格
差
が
あ
り
、
介
護
保
険
利
用
料
の
減
免
制

度
も
な
く
、
失
業
し
て
も
国
保
の
減
免
対
象
に
し
な
い
な

ど
、
緊
急
時
に
ふ
さ
わ
し
い
思
い
切
っ
た
予
算
と
は
到
底

思
え
な
い
。 

討
　
　
論

討
　
　
論 

討
　
　
論

討
　
　
論 

討
　
　
論 

－ ４ － 



総務
西島理事

支
給
総
額
１
億
３
３
９
１
万
円 

町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 一般質問に6人の 議員が登壇 
岡田　久雄　議員 
  定額給付金および子育て応援特別手当支給に
ついて 

  妊婦健康診査の拡充について 

森田　泰雄　議員 
  井手町の今後のまちづくりについて 
  多賀白坂地区の開発計画および環境保全に
ついて 

村田　忠文　議員 
  「その他ゴミ」の収集について 
  中学生の学力向上のための施策について 

木村　武壽　議員 
  公営住宅の耐震補強について 
  ハンセン病問題の解決に向けた取り組みについて 
  環境マネジメントの取り組みについて 

岩田　剛　議員 
  多賀地区の町道整備計画について 
  府民公募型公共事業（安心・安全整備事業）
への取り組みについて 

谷田　みさお　議員 
  雇用・景気対策について 
  地域公共交通の整備について 
  保育・学童保育の充実について 

平成21年（2009年） 5月 井手町　議会だより　第25号 一 般 質 問  

定
額
給
付
金
お
よ
び

子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
は

民生
池田理事

拡
充
は
４
月
１
日
か
ら 

妊
婦
健
康
診
査
の
拡
充
は

３
月
４
日
に
第
２
次
補

正
予
算
関
連
法
が
成
立
し
、

い
よ
い
よ
定
額
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

給
付
額
は
一
人
１
万
２
千
円
 

本
年
２
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
か
18
歳
以
下
の
人
に

は
２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。 

本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

①
対
象
者
数
・
支
給
総
額
 

②
所
得
制
限
の
有
無
 

③
担
当
部
署
・
住
民
へ
の
周

知
方
法
 

④
支
給
時
期
・
支
給
方
法
 

⑤
商
工
関
係
と
の
連
携
に
よ

る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
の
有
無
に
つ
い
て
問
う
。 

妊
婦
健
診
は
、
産
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
の
健
康
を
守

る
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
従
来
の
５
回
分
の
健

診
費
用
の
支
援
に
加
え
、
今

回
２
０
１
０
年
ま
で
の
措
置

と
し
て
、
残
り
９
回
分
の
費

用
を
新
た
に
助
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

本
町
で
の
 

①
実
施
時
期
は
 

②
助
成
金
額
は
 

③
助
産
所
で
の
利
用
は
可
能
か
 

④
里
帰
り
出
産
時
の
利
用
は

可
能
か
 

⑤
14
回
の
受
診
方
法
は
 

岡
田
　
久
雄
　
議
員 

①
特
定
給
付
金
の
対
象

者
は
８
４
７
２
人
で
交
付

総
額
は
１
億
２
９
５
９
万

円
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
は
１
２
０
人
で
交
付
総

額
は
４
３
２
万
円
 

②
所
得
制
限
は
設
け
ず
支
給
 

③
交
付
事
務
は
定
額
給
付
金

交
付
事
業
推
進
本
部
、
事

務
局
は
総
務
課
 

　
住
民
へ
の
周
知
は
「
広
報

い
で
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

チ
ラ
シ
配
布
で
実
施
 

④
支
給
時
期
は
４
月
中
旬
、

支
給
方
法
は
原
則
口
座
振

込
と
な
る
 

⑤
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
発

行
を
検
討
さ
れ
て
い
る
 

①
実
施
時
期
は
４
月
１

日
か
ら
 

②
一
人
あ
た
り
助
成
額
は
８

万
６
８
４
０
円
 

③
助
産
所
で
の
利
用
は
可
能
 

④
里
帰
り
出
産
時
の
利
用
は

可
能
 

⑤
妊
娠
前
期
に
４
回
、
中
期

に
６
回
、
後
期
に
４
回
を

基
本
と
し
、
そ
の
期
間
に

必
要
な
基
本
項
目
お
よ
び

検
査
を
実
施
す
る
。 

－ ５ － 



森
田
　
泰
雄
　
議
員 

ジャングル化が進む白坂地区 

平成21年（2009年） 5月 井手町　議会だより　第25号 一 般 質 問  

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

白
坂
地
区
の

　
開
発
状
況
と
環
境
問
題
は

町　長

３
重
要
事
業
の
実
現 

事業
中島理事

適
切
な
土
地
管
理
を
指
導 

い
ま
日
本
経
済
は
、
生

活
不
安
や
購
買
力
の
減
少
か

ら
景
気
が
後
退
す
る
状
況
で

あ
る
。 

政
府
は
景
気
対
策
を
最
重

点
課
題
と
し
て
い
る
が
、
本

町
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
情

勢
の
下
で
、
税
収
入
の
減
少

は
避
け
ら
れ
な
い
。 

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
で

は
あ
る
が
夢
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
だ
。 

①
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
 

②
町
税
の
減
収
見
込
み
は
 

③
21
年
度
予
算
編
成
の
考
え

方
は
 

④
中
・
長
期
的
な
財
政
計
画
は
 

⑤
人
口
の
減
少
防
止
対
策
は
 

①
ま
ち
づ
く
り
の
主
人

公
は
住
民
と
の
認
識
の
も

と
、
関
係
団
体
と
一
体
と

な
っ
て
町
政
推
進
の
基
本

姿
勢
を
堅
持
す
る
。 

②
前
年
度
比
２
１
１
０
万

５
千
円
、
率
に
し
て
２
％

の
減
少
見
込
み
。 

③
本
町
の
財
源
は
、
町
税
等

の
自
主
財
源
に
乏
し
く
依

存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
。 

　
　
経
済
動
向
や
国
・
府
の

状
況
に
よ
り
大
き
な
影
響

を
う
け
る
。 

　
　
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
が
、
福
祉
・
教

育
・
暮
ら
し
の
周
辺
整
備

を
で
き
る
だ
け
後
退
さ
せ

る
こ
と
な
く
推
進
し
た
い
。 

　
　
21
年
度
予
算
も
こ
う
し

た
点
を
十
分
念
頭
に
お
い

て
編
成
し
た
。 

④
経
常
収
支
比
率
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
る
財
政
構
造

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
　
経
常
的
な
支
出
の
軽
減

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

⑤
人
口
の
減
少
は
、
ま
ち
に

活
気
が
な
く
な
り
教
育
や

福
祉
、
商
工
業
や
農
業
、

町
の
行
財
政
運
営
な
ど
に

影
響
が
出
る
。 

こ
の
状
況
が
続
く
と

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ま

ち
に
な
る
の
で
は
と
強
い

危
機
感
を
も
っ
て
い
る
。 

　
　
人
口
減
少
防
止
対
策
と

し
て
次
の
３
重
要
事
業
を

進
め
た
い
。 

7
利
便
性
を
高
め
る
た
め
沿

線
市
町
と
も
連
携
し
JR
奈

良
線
の
全
線
複
線
化
を
実

現
 

7
若
者
の
働
く
場
と
税
収
確

保
の
た
め
、
白
坂
地
区
を

開
発
し
て
企
業
誘
致
を
実

現
 

7
宇
治
木
津
線
道
路
新
設
の

実
現
 

白
坂
地
区
の
開
発
に
つ

い
て
は
以
前
に
も
問
題
提
起

を
し
た
が
、
今
進
め
て
い
る

国
道
３
０
７
号
線
バ
イ
パ
ス

工
事
と
関
連
し
て
白
坂
地
区

の
開
発
を
見
据
え
、
環
境
問

題
を
改
善
す
る
観
点
か
ら
問
う
。 

多
賀
地
域
の
将
来
を
見
据

え
た
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

構
想
と
そ
の
後
の
具
体
的
な

進
捗
状
況
は
。 

こ
の
開
発
計
画
は
具
体
化

す
る
ま
で
一
定
の
期
間
が
必

要
に
な
る
と
思
う
。
従
っ
て

当
面
現
状
の
環
境
問
題
の
改

善
が
必
要
だ
。
白
坂
地
区
は

ジ
ャ
ン
グ
ル
化
し
た
状
況
で

あ
り
い
つ
火
災
が
起
き
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。 

さ
ら
に
最
近
で
は
野
生
動

物
、
特
に
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
が

多
く
出
没
し
大
変
な
状
況
だ
。 

春
か
ら
夏
に
向
け
て
ま
す

ま
す
ジ
ャ
ン
グ
ル
化
が
進
む

と
考
え
ら
れ
る
。
ジ
ャ
ン
グ

ル
化
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
が

急
務
で
あ
る
。 

産
業
拠
点
ゾ
ー
ン
と
し

て
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

開
発
は
、
民
間
開
発
で
全

体
計
画
面
積
約
25
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
京
都
府
南
部
地
域
の
新

産
業
拠
点
の
整
備
。 

進
捗
状
況
は
、

城
陽
市
・
井
手
町

で
連
絡
調
整
会
議

を
設
置
し
、
京
都

府
も
参
加
の
う
え

開
発
推
進
の
諸
課

題
解
決
に
む
け
取

り
組
ん
で
い
る
。 

白
坂
地
区
は
昭

和
40
年
代
後
半
か

ら
耕
作
が
放
棄
さ

れ
原
野
化
し
て
い

る
状
況
。 

イ
ノ
シ
シ
な
ど
は
、
有
害

鳥
獣
駆
除
を
実
施
す
る
な
ど

対
応
。 

今
後
と
も
地
権
者
に
は
適

切
な
土
地
管
理
を
指
導
す
る
。 

－ ６ － 
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そ
の
他
ゴ
ミ
の
収
集
回
数
は

「
ふ
り
か
え
り
ス
タ
デ
ィ
制
度
」

　
　

の
取
り
組
み
は

事業
中島理事

毎
週
収
集
に
増
や
す 

教育
加賀山
職務代理

制
度
を
有
効
に
活
用 

環境整備が整った教室 

その他ゴミは毎週収集に 

中
学
生
の
学
力
向
上
の

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
、
学

習
習
慣
支
援
で
退
職
教
員
を

小
学
校
に
配
置
す
る
「
ま
な

び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
を

平
成
20
年
度
に
井
手
小
学

校
が
取
り
入
れ
て
い
る
。 

府
の
新
年
度
当
初
予
算
案

の
教
育
部
門
の
目
玉
に
、
学

力
が
不
十
分
な
中
学
１
年
生

に
小
学
校
の
学
習
内
容
を
集

中
補
習
さ
せ
る
「
ふ
り
か
え

り
ス
タ
デ
ィ
」
と
い
う
制
度

が
あ
る
が
、
町
教
育
委
員
会

は
、
中
学
校
の
学
力
向
上
支

援
に
こ
の
制
度
を
活
用
す
る

考
え
が
あ
る
か
。 

夏
休
み
を
使
っ
て
集
中
補

習
を
す
る
制
度
の
よ
う
だ
が

中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア

コ
ン
も
設
置
さ
れ
て
お
り

必
要
な
環
境
整
備
も
整
っ
て

い
る
と
思
う
。 

ま
た
、
２
・
３
年
生
の
学

力
向
上
支
援
策
は
。 

そ
の
他
ゴ
ミ
の
収
集
は
、

現
状
の
月
２
回
を
平
成
21

年
４
月
か
ら
毎
週
収
集
に
増

や
す
こ
と
と
し
た
。 

府
の
「
ふ
り
か
え
り
ス

タ
デ
ィ
制
度
」
を
活
用
す
る
。

夏
休
み
期
間
に
、
60
時
間
程

度
の
国
語
・
算
数
を
中
心
と

し
た
学
習
を
行
う
。
指
導
に

は
退
職
教
員
等
が
あ
た
る
。 

平
成
20
年
度
に
設
置
し

た
普
通
教
室
の
空
調
設
備
を

効
果
的
に
活
用
し
、
快
適
な

環
境
の
中
で
、
夏
休
み
に
集

中
学
習
を
実
施
す
る
。 

２
・
３
年
生
に
つ
い
て
も

夏
休
み
の
学
習
日
数
を
増
や
す
。 

特
に
３
年
生
は
、
部
活
動

を
終
え
る
２
学
期
中
頃
か
ら

希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
て

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。 

昨
年
12
月
議
会
の
一

般
質
問
で
「
そ
の
他
ゴ
ミ
の

収
集
回
数
に
つ
い
て
、
月
２

回
の
収
集
か
ら
毎
週
収
集
に

ふ
や
せ
な
い
か
」
の
質
問
に

対
し
「
収
集
・
搬
入
な
ど
の

見
直
し
を
検
討
し
た
い
」
と

の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。 

住
民
の
方
に
話
を
し
た
と

こ
ろ
「
い
つ
か
ら
始
め
て
く

れ
る
の
か
」
と
早
速
大
き
な

反
響
を
得
て
い
る
。 

検
討
が
ど
の
程
度
進
捗
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
実
施
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
い
つ
か
ら

実
施
で
き
る
の
か
明
確
に
回

答
い
た
だ
き
た
い
。 

－ ７ － 
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公
営
住
宅
の
耐
震
化
は

同和人権
西田理事

入
居
者
の
同
意
が 

　
　
　
　
得
ら
れ
次
第
実
施 

K
E
S
の
取
り
組
み
を

事業
中島理事

地
球
温
暖
化
対
策 

　
　
　
　
実
行
計
画
で
対
応 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

　
　
解
決
へ
の
取
り
組
み
は

民生
池田理事

正
し
い
知
識
の
啓
発
に
努
め
る 

※
K
E
S
と
は
 

　
K
E
S
は
「
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
の

規
格
で
す
。「
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
と

は
、
企
業
等
の
経
営
に
当

た
っ
て
環
境
へ
の
負
荷
を

管
理
・
低
減
す
る
た
め
の

仕
組
み
で
す
。 

　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
は
国
際
規
格
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
が
あ
り

ま
す
が
、
中
小
企
業
に
は

人
・
物
・
金
等
経
営
資
源

の
問
題
に
よ
り
取
得
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
取
り
組

み
や
す
い
規
格
と
し
て
誕

生
し
た
の
が
Ｋ
Ｅ
Ｓ
で
す
。 

耐震化が待たれる改良住宅 

２
０
０
８
年
「
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
。 

本
町
に
お
い
て
、
同
問
題

の
解
決
の
た
め
ど
の
よ
う
な

施
策
を
実
現
推
進
さ
せ
る
の
か
。 

本
町
に
お
い
て
は
公
共

物
の
耐
震
化
は
す
べ
て
完
了

し
た
と
聞
い
て
い
る
。 

改
良
・
公
営
住
宅
等
の
耐

震
化
は
。 

本
町
で
は
、
昨
年
決
定

し
た
「
井
手
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」
に
よ
り
二

酸
化
炭
素
排
出
削
減
を
進
め

て
い
る
。 

計
画
の
推
進
に
は
推
進
本

部
を
設
置
し
、
省
エ
ネ
な
ど

の
取
り
組
み
を
点
検
・
評
価

し
、
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。 

こ
れ
は
自
主
的
に
取
り
組

む
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
。 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど

の
福
祉
の
増
進
、
名
誉
の
回

復
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
た

め
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解

決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
、
本
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
た
。 

本
町
は
「
人
権
教
育
の
た

め
の
国
連
10
年
井
手
町
行

動
計
画
」
や
「
井
手
町
人
権

教
育
・
啓
発
推
進
計
画
」
に

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
・
偏
見
や
差

別
の
解
消
を
定
め
て
い
る
。 

講
演
会
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
配
布
し
、
今
後
も
関
係

機
関
と
協
力
し
啓
発
に
努
め
る
。 

簡
易
準
耐
火

２
階
建
て
と
府
営

住
宅
は
新
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
お
り
、

耐
震
化
の
必
要
は

な
い
。 

中
層
耐
火
構
造

４
階
建
て
の
６
棟
は
、

既
設
改
良
住
宅
改

善
事
業
を
実
施
し

た
が
耐
震
化
は
未

実
施
。 

今
後
年
次
計
画
に
従
い
順

次
耐
震
化
を
実
施
す
る
予
定

だ
が
、
振
動
や
騒
音
等
入
居

者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り

入
居
者
全
員
の
同
意
が
得
ら

れ
た
住
宅
か
ら
実
施
す
る
。 

地
球
環
境
問
題
は
21
世

紀
人
類
最
大
の
課
題
だ
。 

近
隣
市
町
で
は
、
※
Ｋ
Ｅ
Ｓ

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
に
取
り
組
み
、
改
善
活
動

の
効
率
化
、
自
治
体
の
体
質

強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

以
前
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
つ
い
て
の

一
般
質
問
で
、
「
考
え
る
」

と
の
回
答
で
あ
っ
た
と
思
う

が
本
町
で
も
Ｋ
Ｅ
Ｓ
の
取
り

組
み
を
し
て
は
。 

－ ８ － 
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多
賀
地
区
の
町
道
整
備
計
画
は

安
心
・
安
全
整
備
事
業
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
は

事業
中島理事

一
丁
道
の
拡
幅
を
実
施
予
定 

事業
中島理事

具
体
的
な
事
業
内
容
が 

　
　
　
判
明
す
れ
ば
対
応 

拡幅が待たれる前川筋 

東
西
方
向
の
町
道
拡
幅

は
必
要
で
あ
る
。 

ま
ず
、
町
道
１
号
線
（
一

丁
道
）
は
拡
幅
が
急
務
で
あ

り
、
府
道
か
ら
梅
渓
橋
ま
で

の
道
路
改
良
費
を
21
年
度

予
算
に
計
上
し
た
。 

前
川
筋
の
拡
幅
は
、
出
水

時
に
水
路
が
満
水
と
な
る
こ

と
も
あ
り
、
暗
渠
化
に
つ
い

て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。 

そ
の
他
の
道
路
拡
幅
に
つ

い
て
は
、
区
長
会
な
ど
の
要

望
を
受
け
、
地
権
者
な
ど
の

協
力
を
得
な
が
ら
実
施
可
能

な
箇
所
か
ら
整
備
し
て
い
く
。 

対
象
と
な
る
事
業
は
府

道
や
府
管
理
河
川
な
ど
の
事

業
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。 

本
町
と
し
て
は
本
事
業
の

具
体
的
な
内
容
が
判
明
し
た

時
点
で
、
要
望
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

多
賀
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し

町
内
を
縦
断
す
る
府
道
上
狛

城
陽
線
の
通
過
車
輌
が
激
減

し
た
。 

し
か
し
、
多
賀
バ
イ
パ
ス

に
通
じ
る
町
道
の
通
過
車
輌

が
増
加
し
、
多
賀
バ
イ
パ
ス

へ
の
東
西
の
町
道
の
整
備
が

望
ま
れ
る
。 

町
道
17
号
線
、
11
号
線
、

１
号
線
、
前
川
筋
の
拡
幅
に

つ
い
て
の
考
え
は
。 

特
に
前
川
筋
は
道
路
の
幅

員
が
狭
く
車
の
行
違
い
が
困

難
で
あ
る
。 

府
道
か
ら
バ
イ
パ
ス
ま
で

の
間
の
水
路
を
暗
渠
と
し
て

道
路
の
幅
員
を
広
げ
て
は
ど

う
か
。 

府
は
21
年
度
に
住
民
目

線
で
無
駄
の
な
い
公
共
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

身
近
な
道
路
や
河
川
の
整

備
に
つ
い
て
、
住
民
か
ら
提

案
を
募
る
公
募
型
公
共
事
業

と
い
う
制
度
だ
。 

具
体
的
に
は
信
号
機
や
横

断
歩
道
、
通
学
路
の
拡
幅
や

河
川
の
親
水
施
設
の
設
置
な

ど
、
府
全
体
で
60
億
円
の

予
算
が
計
上
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
や
各
種
住
民
団
体
が
懸
案

と
し
て
い
る
事
業
が
予
算
の
関

係
か
ら
未
実
施
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。 

こ
の
際
、
担
当
部
署
が
各

団
体
の
要
望
を
集
約
し
要
望

の
調
整
を
行
い
、
こ
の
府
の

事
業
を
有
効
に
活
用
す
る
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。 

－ ９ － 
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各
種
交
付
金   
ど
の
よ
う
に
活
用

地
域
公
共
交
通
の
整
備
を

総務
西島理事

ま
ず
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施 

保
育
園
の
入
所
申
し
込
み
状
況
は

民生
池田理事

現
時
点
で
は
１
９
９
人 

教育
加賀山
職務代理

常
勤
化
は
考
え
て
い
な
い 

総務
西島理事

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
用 

計 

119 

44 

36 

199

保育園 

玉　川 

多　賀 

いづみ 

計 

保育園の申し込み状況 

※－印は募集をしておりません 

５歳児 

39 

13 

－ 

52

４歳児 

36 

18 

－ 

54

３歳児 

20 

13 

15 

48

２歳児 

12 

－ 

11 

23

１歳児 

8 

－ 

10 

18

０歳児 

4 

－ 

－ 

4

国
の
08
年
度
第
二
次

補
正
予
算
で
は
、
緊
急
の
景

気
・
雇
用
対
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。 

地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
・
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
交
付
金
・
緊
急
雇

用
創
出
事
業
交
付
金
・
地
域

雇
用
創
出
推
進
費
等
の
交
付

金
は
本
町
に
い
く
ら
交
付
さ

れ
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

る
の
か
。 

07
年
10
月
に
施
行
さ

れ
た
「
地
域
公
共
交
通
の
活

性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
」
で
、
市
町
村
が
公
共
交

通
の
活
性
化
の
推
進
の
中
心

的
役
割
を
担
う
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
た
。 

公
共
交
通
の
活
性
化
は
住

民
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
行
動
の
自
由
が

な
く
な
る
不
安
感
や
引
き
こ

も
り
の
解
消
、
自
分
の
意
思

で
買
い
物
や
病
院
、
役
場
に

行
け
る
な
ど
の
自
己
満
足
感

を
生
む
。 

JR
の
利
便
性
ア
ッ
プ
や

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
、
協
議
会
を
設
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検

討
を
始
め
て
は
ど
う
か
。 

地
域
活
性
化
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
は
４
１
７
７
万

円
で
、
既
に
実
施
し
た
交
通

安
全
灯
設
置
や
補
正
予
算
で

計
上
し
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
空
調
改
修
・
多
賀
保
育

園
の
屋
根
改
修
・
町
道
舗
装

等
に
活
用
す
る
。 

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

交
付
金
は
３
カ
年
の
配
分
予

定
額
が
、
２
０
６
０
万
円
で
、

本
年
度
は
８
０
０
万
円
を
執

行
予
定
、
緊
急
雇
用
創
出
事

業
交
付
金
は
３
カ
年
の
配
分

予
定
額
が
、
１
９
０
０
万
円

で
本
年
度
は
１
２
２
０
万
円

を
執
行
予
定
で
あ
る
。 

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て

十
分
検
討
す
る
。 

地
域
雇
用
創
出
費
は
21
年

22
年
度
に
限
り
普
通
交
付
税

の
算
定
に
係
わ
る
臨
時
費
用

と
し
て
設
け
ら
れ
る
も
の
。 

本
町
の
市
街
地
は
、
南

北
３
・
５
キ
ロ
、東
西
１
・
２
キ
ロ

と
京
都
府
で
も
最
も
狭
く
、

市
街
地
を
中
心
に
南
北
に
走

る
JR
奈
良
線
に
は
二
つ
の
駅
が

あ
り
、
近
年
本
数
の
増
加
に

よ
る
利
便
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。 

本
町
は
鉄
軌
道
を
中
心
と

し
た
ま
ち
の
構
造
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る

JR
奈
良
線
の
利
便
性
向
上

が
重
要
で
あ
る
。 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
は
、
検
討
委
員
会
で
出
さ

れ
た
意
見
に
も
と
づ
き
、
20

年
度
か
ら
各
公
共
施
設
で
実
施
。 

JR
多
賀
駅
前
整
備
等
に

お
い
て
も
実
施
。 

全
国
的
に
保
育
所
入
所

や
学
童
保
育
入
所
希
望
が
増

え
て
い
る
。
本
町
の
各
園
や

各
留
守
家
庭
児
童
会
の
申
し

込
み
の
現
状
は
。 

現
行
の
児
童
福
祉
法
の
も

と
で
、
低
年
齢
児
の
受
け
入

れ
の
拡
充
、
一
時
保
育
の
早

期
実
施
、
学
童
保
育
の
指
導

員
の
常
勤
化
な
ど
、
安
心
な

子
育
て
を
支
援
で
き
る
よ
う

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

保
育
園
の
入
所
申
し

込
み
の
現
状
は
下
記
の
表

の
と
お
り
。
 

低
年
齢
児
保
育
申
し
込

み
者
は
現
在
定
員
基
準
内

で
あ
る
。 

一
時
保
育
実
施
に
つ
い

て
は
、
保
育
園
の
施
設
や

設
備
・
保
育
士
の
確
保
な

ど
の
課
題
を
整
理
し
検
討

す
る
。 放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

井
手
小
52
人
、
多
賀
小
11
人
。

学
童
保
育
の
指
導
員
の
常
勤

化
は
考
え
て
い
な
い
。
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制
定
し
た
条
例 

同
　
意
　
案
　
件
 

3
月
議
会

月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と 
3
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と 

改
　
　
正
　
　
し
　
　
た
　
　
条
　
　
例 

井手町　議会だより　第25号　　　　平成21年（2009年） 5月 

役
場
窓
口
の
開
庁
時
間
 

　
　
　
4
月
か
ら
8
時
30
分
〜
5
時
15
分
 　

指
定
管
理
者
 

○
施
設
の
名
称
 

井
手
町
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
施
設
 

　
指
定
管
理
者
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 

大
正
池
環
境
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

　
理
事
長
　
古
川
　
平
二
 

（
賛
成
全
員
） 

○
施
設
の
名
称
 

井
手
町
共
同
浴
場
 

　
指
定
管
理
者
 

井
手
町
共
同
浴
場
管
理
運
営
委
員
会
 

　
委
員
長
　
西
島
　
種
夫
 

（
賛
成
８
反
対
１
） 

              　
井
手
町
介
護
従
事

者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
基
金
条
例
 

　
国
の
生
活
対
策
の
一
環
と

し
て
、
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
を
図
る
た
め
、
介
護
報

酬
を
３
％
引
上
げ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

　
介
護
保
険
料
の
急
激
な
上

昇
を
抑
え
る
た
め
の
財
政
措

置
と
し
て
、
臨
時
特
例
交
付

金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
当
該
交
付
金
の
受
け
皿

と
な
る
基
金
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。 

（
賛
成
全
員
） 

              　
井
手
町
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 

　
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度

ま
で
の
65
歳
以
上
の
第
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
を
3.1
％

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
区

分
を
７
段
階
か
ら
８
段
階
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。 

（
賛
成
８
反
対
１
） 

      

              　
職
員
の
勤
務
時
間

休
暇
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
 

　
人
事
院
の
勧
告
に
と
も
な

う
も
の
で
、
職
員
の
勤
務
時

間
を
１
週
間
40
時
間
か
ら
38

時
間
45
分
と
す
る
も
の
で
す
。 

（
賛
成
全
員
） 

       

              　
井
手
町
廃
棄
物
の

処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
 

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改

正
に
伴
う
も
の
で
、
従
来
ブ

ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
、
電
気

洗
濯
機
の
廃
棄
時
は
手
数
料

が
必
要
で
し
た
が
、
今
回
液

晶
式
・
プ
ラ
ズ
マ
式
の
テ
レ

ビ
、
衣
類
乾
燥
機
に
つ
い
て

も
１
個
３
千
円
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

（
賛
成
全
員
） 

 

  　
教
育
委
員
 

松
田
　
　
定
　
氏
 

    

京
田
辺
市
大
住
ケ
丘
 

古
川
　
透
子
　
氏
 

    

井
手
下
赤
田
 

（
賛
成
８
反
対
１
） 

  　
人
権
擁
護
委
員
 

寺
島
　
み
さ
尾
　
氏
 

    

井
手
中
垣
内
 

（
賛
成
全
員
） 
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
古
川
　
昭
義

　
副
委
員
長
　
森
田
　
泰
雄

　
委
　
員
　
木
田
　
鈴
美

　
　
　
　
　
丸
山
　
久
志

　
　
　
　
　
木
村
　
武
壽

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
岩
田
　
　
剛

　
副
委
員
長
　
岡
田
　
久
雄

　
委
　
員
　
村
田
　
忠
文

　
　
　
　
　
中
坊
　
　
陽

　
　
　
　
　
谷
田
み
さ
お

議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
丸
山
　
久
志

　
副
委
員
長
　
岡
田
　
久
雄

　
委
　
員
　
岩
田
　
　
剛

　
　
　
　
　
古
川
　
昭
義

　
　
　
　
　
村
田
　
忠
文

　
　
　
　
　
谷
田
み
さ
お

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
岩
田
　
　
剛

　
副
委
員
長
　
木
田
　
鈴
美

　
委
　
員
　
岡
田
　
久
雄

　
　
　
　
　
森
田
　
泰
雄

　
　
　
　
　
村
田
　
忠
文

　
　
　
　
　
中
坊
　
　
陽

交
通
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
木
村
　
武
壽

　
副
委
員
長
　
岡
田
　
久
雄

　
委
　
員
　
古
川
　
昭
義

　
　
　
　
　
丸
山
　
久
志

　
　
　
　
　
谷
田
み
さ
お

  一
般
会
計
（
第
4
回
） 

　
定
額
給
付
金
交
付
事
業
費
と
し
て
１
億
３
９
０
６
万
円
、

子
育
て
応
援
特
別
手
当
と
し
て
４
９
６
万
円
、
多
賀
保
育
園

改
修
に
８
８
０
万
円
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
改
修
に

１
１
０
０
万
円
、
道
路
舗
装
に
３
３
０
０
万
円
が
主
な
も
の

で
１
億
９
３
９
７
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。（
賛
成
全
員
） 

 　

特
別
会
計
 

　
国
民
健
康
保
険
（
第
3
回
） 

　
平
成
19
年
度
療
養
給
付
費
負
担
（
補
助
）
金
等
の
確
定
に

伴
い
、
国
庫
に
45
万
円
を
返
還
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

（
賛
成
全
員
） 

　
介
護
保
険
（
第
3
回
） 

　
介
護
給
付
費
の
増
加
、
介
護
報
酬
の
改
定
等
や
、
第
４
期
保

険
料
改
定
に
か
か
る
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、
介
護
従
事
者

処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
関
係
の
補
正
で
２
３
７
０
万
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
全
員
） 

　
公
共
下
水
道
事
業
（
第
4
回
） 

　
平
成
20
年
度
の
未
着
工
工
事
を
来
年
度
に
繰
り
越
す
た
め

の
も
の
で
２
５
５
万
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。 

（
賛
成
７
反
対
１
）  

井手町　議会だより　第25号　　　　平成21年（2009年） 5月 

企
業
・
団
体
に
よ
る
政
治
献
金
の
 

　
　
　
　
全
面
禁
止
を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
谷
田
　
み
さ
お
　
議
員
 

（
賛
成
少
数
） 

●
変
更
後
の
議
会
構
成
●
 

あなたも議会を傍聴しませんか 

● お気軽におこし下さい ● 
定例会は4回（3月・6月・9月・12月） 

議会は、一般に公開され、どなたでも傍聴できます。 

傍聴を希望される方は当日、傍聴席入口で受付簿に住所・氏名・年齢を記入して下さい。 

井手町議会だよりは、井手町のホームページでもご覧になれます。 

http://www.town.ide.kyoto.jp/

平
成
20
年
度
補
正
予
算
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駅前整備が完了したJR山城多賀駅西口 

信号灯が新設されたJA井手支店前 

      
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
を
３
月

12
日
に
開
催
し
、
委
員
全
員
出
席

の
も
と
町
長
並
び
に
関
係
者
の
出

席
を
求
め
て
、
議
案
第
１
号
の
井

手
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
基
金
条
例
制
定
の
件
、
議
案

第
３
号
井
手
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
を
求
め

慎
重
か
つ
熱
心
な
審
査
を
行
い
ま

し
た
。 

議
案
第
１
号
は
、
介
護
報
酬
を

３
％
引
き
上
げ
る
改
定
に
伴
う
保

険
料
の
上
昇
を
抑
制
し
、
被
保
険

者
の
保
険
料
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例

交
付
金
と
し
て
、
総
額
４
６
１
万

８
２
２
１
円
が
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
こ
の
交
付
金
を
適
正
に
管
理
・

執
行
す
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。 

議
案
第
３
号
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
23
年
度
ま
で
の
保
険
料
率
が

現
行
の
７
段
階
か
ら
８
段
階
に
改

正
さ
れ
、
各
々
の
保
険
料
を
改
定

す
る
も
の
で
、
基
準
月
額
保
険
料

は
改
定
前
の
３
９
７
３
円
か
ら
４

０
９
８
円
と
な
り
ま
す
。 

裁
決
の
結
果
２
議
案
と
も
本
委

員
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
出
席
者
 

委
　
員
　
岩
田
　
　
剛
 

　
　
　
　
岡
田
　
久
雄
 

　
　
　
　
村
田
　
忠
文
 

　
　
　
　
谷
田
み
さ
お
 

議
　
長
　
中
坊
　
　
陽
 

事
務
局
　
鈴
木
局
長
 

行
　
政
　
汐
見
町
長
 

　
　
　
　
中
谷
副
町
長
 

　
　
　
　
西
島
理
事
 

　
　
　
　
池
田
理
事
 

　
　
　
　
脇
本
高
齢
福
祉
課
長
 

　
　
　
　
坂
井
主
事
 

 

      
２
月
16
日
に
交
通
対
策
特
別
委

員
会
を
開
催
し
、
完
成
間
近
の
多

賀
駅
前
整
備
に
つ
い
て
、
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。 

委
員
全
員
と
議
長
出
席
の
も
と
、

事
業
担
当
理
事
、
建
設
課
長
及
び

担
当
者
か
ら
駅
前
の
事
業
概
要
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

      ま
た
、
当
日
JA
や
ま
し
ろ
農
協

井
手
支
店
前
交
差
点
の
信
号
機
が

稼
動
し
、
交
通
の
安
全
が
図
ら
れ
、

昨
年
９
月
の
多
賀
バ
イ
パ
ス
の
開

通
、
多
賀
駅
前
の
整
備
、
信
号
機

の
設
置
と
本
町
の
北
の
玄
関
口
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
と
な
っ
た

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

   
　
出
席
者
 

委
　
員
　
木
村
　
武
壽
 

　
　
　
　
岡
田
　
久
雄
 

　
　
　
　
古
川
　
昭
義
 

　
　
　
　
丸
山
　
久
志
 

　
　
　
　
谷
田
み
さ
お
 

議
　
長
　
中
坊
　
　
陽
 

事
務
局
　
鈴
木
局
長
 

行
　
政
　
中
島
理
事
 

　
　
　
　
中
村
建
設
課
長
 

　
　
　
　
今
西
係
長
 

委
員
長
　
岩
田
　
剛
 

委
員
長
　
木
村
　
武
壽
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員
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報
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会
 

交
通
対
策
特
別
委
員
会
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議
会
広
報
編
集
委
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議
会
広
報
編
集
委
員 

委

員

長 

副
委
員
長 

委
　
　
員 

委
　
　
員 

委
　
　
員 

委
　
　
員 

岩  

田
　
　  

剛 

木  

田   

鈴  

美 

岡  

田   

久  

雄 

森  

田   

泰  

雄 

村  

田   

忠  

文 

中  

坊
　
　  

陽 

　地域福祉推進員は、社会福祉協議会から委嘱され「小

地域ネットワーク活動」の中心的活動主体として、高

齢者が地域の中で孤立することなく安心して生活でき

るよう、民生児童委員協議会や自治会などと連携しな

がら、見守り・声かけ活動、ミニサロンの開催などを

各地区で展開しています。

　ミニサロンには年間延べ1,000人を超える方が参加さ

れています。

　誰もが安心して暮らせる福祉の町となるよう、あな

たもぜひ地域福祉の推進活動にご参加ください。

写真は介護予防リーダー研修会の様子です

・講演・演習会・教養教室

　　アメリカンフラワー・グラスアート　等

・地域活性化事業

　　「桜まつり」で特産品販売

　　「商工祭」で手作りうどん・特産品販売

　　青年部主催「MTB大会」で昼食作り

・社会福祉事業

　　「作業所まつり」でかやくご飯作り

社会福祉協議会・食生活改善推進員協議会　給食

サービスの協力

※井手町商工会女性部では商工業の発展と魅力ある地域

づくりを目指して、多彩な活動を展開しています。商

工業者の資質向上と地域経済の活性化に努めています。

部　　長　杉本　昌子 

部　員　数　58名 

代　　表　中坊　勤 

推進員数　144名 

発　　足　平成8年より各区で順次発足 

地域福祉推進員 井手町商工会 
女　性　部 地域福祉推進員 井手町商工会 
女　性　部 地域福祉推進員 井手町商工会 
女　性　部 




